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Abstract

  This study investigated the connection between university students' preferences for physical 
education from elementary to high school and their current exercise habits. Surveys assessing 
students' fondness or aversion to physical education classes during their school years, and their 
current exercise activity stages, were administered to 268 university students (140 males and 128 
females). The results revealed a signifi cant correlation between aversion physical education and 
the pre-contemplation exercise stage, a pattern observed across all school levels. Conversely, a 
link between fondness physical education and the maintenance exercise stage was found only 
during junior and high school years. Although a direct causal relationship was not established, the 
study strongly suggests that enhancing the quality of physical education classes throughout each 
school period is likely to impact the development of lifelong exercise habits.

Preference for physical education from elementary to high school and exercise 
habits at university.
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1．緒言

スポーツ基本法では，「スポーツは，心身の健

康の保持増進にも重要な役割を果たすものであ

り，健康で活力に満ちた長寿社会の実現に不可

欠」という前文が述べられている （文部科学省，

2011）．同様に，厚生労働省が示す健康日本 21 に

も，「身体活動・運動は，生活習慣病の予防のほか，

社会生活機能の維持及び向上並びに生活の質の向

上の観点から重要である．」と記載されている（厚

生労働省，2012）．このように日本では，国を挙

げて運動やスポーツを用いて国民の健康生活の維

持増進を遂行しようとする施策が随所でなされて

きている．

運動習慣が形成・定着されるためには，時間や

施設などの環境条件や，自身が運動に対してもっ

ている印象や必要性など多くの要因が関与してい

る．その中でも，運動に対して好意的な印象をも

つことは運動習慣を形成するうえで重要な要因と

なると指摘されている （入口ほか，1984）．つま

り，運動やスポーツへ好意的な印象をもたせ，運

動嫌いを無くすといった取り組みは，運動習慣を

形成するために重要であると考えられる．また，

青柳ほか（2017）は，小学校期から高校期におけ

る自発的な運動やスポーツ経験（スポーツ少年団

や運動部活動）が，その後の 20 代から 30 代の成

人における体力や身体活動と関連することを報告

しており，学校期における運動経験はその後の運

動習慣や運動との関わり方に大きく影響を与え

る．更に，中高年を対象とした研究では、成人前

のあらゆる運動・スポーツ経験は，その種目の経

験自体ではなく，好意的な印象を介して運動習慣

に影響を与えることも報告されている（鈴木，

2009）．以上のことから，学校期における運動や

スポーツの経験を通して，運動へ好意的な印象を

もたせることは，生涯にわたる運動習慣の形成に

おいて非常に重要な要素であると考えられる．

運動やスポーツの経験が生涯にわたる運動習慣

において重要な意味を持つことについて述べてき

たが，多くの生徒・学生の運動経験の大半の割合

を占めるのが，学校における体育授業である．つ

まり，多くの生徒・学生の生涯にわたる運動習慣

の形成において，体育授業がもつ意味はかなり大

きいといえる．実際に，小学校体育科及び中学

校保健体育科では，平成 20（2008）年度の学習

指導要領目標において，高等学校保健体育科と

同様に「生涯にわたって」という文言が導入さ

れ，その後，小学校では平成 23（2011）年度，

中学校では平成 24（2012）年度に改訂後の指導

要領に則った指導が全面実施された（文部科学省 , 

2008a，2008b）．これにより，学校体育では，小

学校から高等学校までの 12 年間の一貫性を踏ま

えるとともに，生涯にわたり健康を維持できるよ

う，より一層生涯スポーツに携わる素養の育成が

求められるようになった．また，平成 29（2017）

年度の小学校及び中学校学習指導要領改訂と平成

30（2018）年度の高等学校学習指導要領改訂に

おいても，「生涯にわたって健康を保持増進し，

豊かなスポーツライフを実現する資質・能力を

育成すること」を目標としている （文部科学省，

2017a，2017b，2018）．以上のように，現状の学

校における体育授業は，国の政策という観点から

も，生涯にわたって運動やスポーツに親しむ態度

を育成する枢軸を担っているといえる．しかしな

がら，実際に生涯にわたる運動習慣の形成に体育

授業がどれくらい寄与しているのかについては不

明な点が多い．

2012 年に大学生を対象に行われた調査では，

小学校期から高等学校期までの各学校期の体育授

業への好感度が，現在（大学生）の運動習慣の形

成と関連していることを報告している （重松・西

澤，2015）．ただし，平成 20（2008）年度及び平

成 21（2009）年度の学習指導要領改訂後におい

て，小学校期から高等学校期まで生涯にわたる運

動やスポーツに親しむ態度を育成することを目的

とした，一貫性を踏まえた体育授業を受講した学

生を対象とした調査はない．逆説的ではあるが，

仮に，学習指導要領の改訂によって現在の大学生

の運動習慣の形成に良い影響をもたらしているの

であれば，学校期における体育授業への好感度へ

− 38 −



（3）

小学校から高等学校までの体育授業好感度と大学での運動習慣（山本・他）

等学校期をそれぞれに回答．）

【現在の運動の実施状況について】現在の運動

の実施状況について，最も当てはまるものを選択

してください．また，「定期的」とは，週 2 回以上・

30 分以上とします．（1）現在，定期的に運動を

しており 6 ヵ月以上継続している [ 維持期 ]・（2）

現在，定期的に運動をしているが始めてから 6 ヵ

月以内である [ 実行期 ]・（3） 現在，運動をして

いるが定期的では無い [ 準備期 ]・（4） 現在，運

動をしていないが 6 ヵ月以内に始めようと思って

いる [ 関心期 ]・（5） 現在，運動をしていないし 6 ヵ

月以内に始めるつもりも無い [ 無関心期 ]

アンケートはすべて Microsoft Forms を用いて

行われた．本調査は，生涯スポーツ演習において

対面実技授業が実施される前に調査を行った．調

査時期は令和 5 年 4 月であった．

2-3．選択肢による回答の分析
体育授業好感度に対する回答で「好き」，「やや

好き」と回答したものを好意的群とし，「嫌い」，

「やや嫌い」と回答したものを非好意的群とし

た．授業好感度と運動習慣を検討するため，授

業好感度（2）×現在の運動の実施状況（5）に

ついて χ2 検定により検定した．χ2 検定において

期待値が 5 未満のセルが 20 % 以上ある場合には

フィッシャーの正確確率検定を行った．χ2 検定の

結果，有意差が認められた場合には，残差分析を

用いて，どこに偏りがあるのかを明らかにした．

なお，統計処理には，IBM SPSS Ver. 25.0 を用い，

有意水準はすべて 5 % 未満 とし，算出した調整

済み残差の有意水準は絶対値で1.96以上とした．

3．結果

3-1．対象者の基本属性
370 名からの回答が得られ，回答漏れの無い

2011 年以降に小学校に入学した 268 名（72.4%）

を分析の対象とした．基本属性は表 1 の通りであ

る．

の改善がなされていると予想される．そのため，

まずは指導要領の改訂に伴い指導法が変化した体

育授業の好感度が，運動習慣の形成と関連してい

るのかについて，効果検証を行う必要があると考

えられる．

そこで，本研究は大学生を対象とし，アンケー

トによる過去への振り返り調査という手法を用い

て，各学校期の体育授業への好感度と現在の運動

習慣との関連性を明らかにすることを目的とし

た．

2．方法

2 -1．対象者
本研究は，F 大学における共通教育科目である

生涯スポーツ演習の履修者を対象とした．この授

業の履修者の多くは小学校の入学年次が平成 23

（2011）年度であり，平成 20（2008）年度に改

訂された小学校体育科の学習指導要領目標が全面

実施された時期（2011 年度より全面実施）に，

小学校期を過ごしていた（文部科学省，2008a，

2008b，2009）．そのため，対象者は小学校から高

等学校において，生涯にわたる運動やスポーツに

親しむ態度を育成することを目的においた体育授

業を履修していたと考えられる．アンケート調査

は，著者 4 名が担当するクラスの学生を対象に実

施し，すべての項目に漏れなく回答を行い，2011

年以降に小学校に入学した 268 名を解析の対象と

した．なお，本研究は福岡大学研究倫理委員会の

承認を得て実施した（承認番号：23-03-07）．

2-2．アンケート調査
主な調査内容は，学生の基本的な特性を把握す

るために，これまでの体育授業好感度についての

質問並びに，先行研究を参考に運動の実施状況

（岡，2000）ついて以下の質問を行った．

【授業好感度について】これまでの学校体育に

ついてお伺いします．授業にはどの程度，好感度

を得ていましたか？（1）好き・（2）やや好き・（3）

やや嫌い・（4）嫌い（※小学校期，中学校期，高
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られた（χ2 = 20.83，df = 4，p < .01，表 4）．残差

分析の結果，現在，運動を始める意思がないもの

（無関心期）は，高等学校期の体育に非好意的な

感情を抱いているものが多く，反対に，定期的な

運動を実施しているもの（維持期及び実行期）は

好意的な感情を抱いていたことが明らかとなっ

た．

3-2．各学校期への好感度と運動習慣に
ついて

小学校期の体育授業への好感度と現在の運動実

施状況に関して，回答割合に有意な偏りが認めら

れた（χ2 = 13.78，df = 4，p < .01，表 2）．残差分

析の結果，現在，運動を始める意思がないもの（無

関心期）は，他の群と比較して，小学校期の体育

へ非好意的な感情を抱いているものが多く，反対

に，6 か月以上継続的に運動を実施しているもの

（維持期）は好意的な感情を抱いていたことが明

らかとなった．

中学校期の体育授業への好感度と現在の運動実

施状況に関して，回答割合に有意な偏りが認めら

れた（χ2 = 26.26，df = 4，p < .01，表 3）．残差分

析の結果，現在，運動を始める意思がないもの（無

関心期）は，中学校期の体育に非好意的な感情を

抱いているものが多く，反対に，6 か月以上継続

的に運動を実施しているもの（維持期）は好意的

な感情を抱いていたことが明らかとなった．

高等学校期の体育授業への好感度と現在の運動

実施状況に関して，回答割合に有意な偏りが認め
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先行研究では定期的な運動実施者は小・中・高

の体育授業に不快経験が少ないことが重要とされ

ている（健康・体力づくり事業財団，1995）．更

に一度体育授業に対して非好意的な印象（不快感

やトラウマなど）を有するとその後の体育授業も

非好意的な印象が継続される傾向があることがわ

かっている（重松・西澤，2015）．本研究でもす

べての学校期において体育授業に非好意的な印象

もつものは運動を始めるつもりか無いと回答して

いるものが多く，まずは否定的な感情を抱かせな

い授業を行うことが生涯スポーツの実現において

は重要な課題であるといえる．また，先行研究で

も高等学校期の体育授業の好感度は大学時の運動

の好感度に顕著な影響を及ぼしており（犬飼・久

保，1982），このことが大学時の運動習慣に強く

影響を与えると考察されている．本研究において

は高等学校期の体育授業の好意的な印象は運動習

慣の形成を促進することが確認された．そのた

め，過去の体育授業への好意的な印象が，現在の

体育授業もしくは運動へ好意的な印象を伝播さ

せ，運動習慣の形成を促進する可能性があるので

はないかと考えられる．本研究では先行研究同様

4．考察

本研究では，大学生を対象とし，アンケートに

よる過去への振り返り調査という手法を用いて，

各学校期の体育授業への好感度と現在の運動習慣

との関連性を明らかにすることを目的に検討を

行った．その結果，各学校期に共通して体育授業

に対して非好意的な印象がある場合は，現在運動

をしておらず，近い将来運動を始めるつもりも無

いと回答しているといった傾向がみられた．更

に，体育授業に対して好意的な印象がある場合，

小学校期及び中学校期に好意的な印象をもってい

た学生は，現在，運動を継続的に実施しているも

のが多かった．加えて，高等学校期において，体

育授業に好意的な印象をもっているものは，現

在，運動を継続的では無いが実施している，ある

いは，継続的に実施している，といったように運

動習慣をもっているものが多いことが明らかと

なった（表 2，3，4）．以上のことから，体育授

業への印象は学校期に関わらず，好意的な印象の

場合、運動習慣の形成を促進し，非好意的な印象

の場合、運動習慣の形成を阻害する可能性がある。
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に体育授業の印象が運動習慣形成の促進や阻害要

因と関係することが確認されており，指導要領改

訂後においても生徒に体育授業へ好意的印象を持

たせ，非好意的な印象を与えないことが運動習慣

の形成に重要であると考えられる．

研究の限界として，今回は指導要領改訂後の授

業を受講した学生のみを対象としているため，指

導要領の改訂による指導法の変化が，運動への好

感度並びに運動習慣形成にどのような影響をもた

らしたのかについては明らかにすることはできて

いない．また，本調査は思い出し法により過去の

体育授業の印象を調査しているため，因果関係に

ついては明らかにすることができず，現在の運動

習慣状況が過去の体育授業の印象を良くしている

可能性も否定できない．今後は，指導要領の改訂

により，運動習慣の形成や体育授業への印象へど

のような変化がもたらされるのかを継続的に調査

していく必要があるといえる．また，振り返りに

よる調査ではなく，小学校期から長期にわたり体

育授業の印象と運動実施状況を縦断的に調査する

必要があると考えられる．いずれにせよ，各学校

期でよりよい体育授業を実施し，体育を好きに

なってもらうといった工夫をすることは，生涯に

わたる運動習慣の形成・定着に，良い影響を与え

ることは間違いないといえる．

5．結論

本研究では好意的並びに非好意的な感情のどち

らもが大学生の運動習慣に関与していることが確

認された．具体的には，すべての学校期において

体育授業への非好意的感情は運動習慣の形成を阻

害し，一方で，中学期以降（特に高等学校期にお

いて）の体育授業への好意的感情は，運動習慣の

形成や定着を促進させる．
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